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災
害
対
策
を
円
滑
に
す
す
め
る

カ
が
必
要
で
あ
る。

た
め
に
も
、
町
民
の
理
解
ど
協

に
被
害
の
発
生
も
予
想
さ
れ
る

た
め
、
こ
の
よ
う
な
融
雪
出
水

中
旬
か

b
四
月
に
か
け
、

さ
b

人
災
は
ま
ね
が
れ
た
が

部
落
の
応
急
対
策
か

しり

一
応
の

ば
っ
て
い
る
。
消
防
団
、
関
係

額
は
二
億
三
千
二
百
万
円
に
の

床
よ
、

区
に
被
害
を
出

L
た
。
町
内
て

支
流
が
増
水
は
ん
ら
ん
、
各
地

前
の
た
め
、
利
別
川
流
域
の
各

、，

月
二
十
二
日
か
b
降
り
続
い

た

融融
雪
期
に
入
っ
た
本
町
も

，来、
ヨ

山山
山入
室
ロ

月

の
被
害
は
家
屋
の
流
出
一
戸
、

主な記事=

二
頭
が
事
故
死
、
そ
の
被
害
総

下
浸
水
七
十
戸
、
家
畜
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あ
た
た
か
い
環
境
を
グ

仕
ん

d
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子の期業卒

新
し
い
生
川
へ
の

希明白
と
不
安
、
そ
れ

に
駅
刷
へ
の
感
似
が

い
り
ま
じ
っ
て
、
卒

業
を
前
に
し
た
j
ど

も
た
h

は
‘
心
則
的

に
部
ち
つ
き
の
な
い

く
ら
し
の
中
に
あ
り

ま
す
。
と
く
に
小
学

校
、
日
怜

q
は
卒
業

と
川
附
に
、
そ
れ
ぞ

れ
山
路
を
き
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で

不
安
や
動
指
の
あ
ま

り
市
般
や
』
行
を
ひ

き
起
w

』
し
た
り
す
る

碑
を
た
ず
ね
て

ヘ
リ

〉

金
似
明
善
治
は
、
明
治
三

1

午
三
月
エ
〆
地
に
開
想
郷
辿
設

の
凶
同
を
日
的
に
政
道
今
金
川

に
日
出
住
し
た
も
の
で
あ
る
a
鈴

木
幾
太
郎
翁
を
民
場
内
'
理
人
と

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す

で
す
か
ら
、
こ
の
川
川
の
L
J

ど
も
た
ち
の
心
開
状
熊
を
よ
く

即
僻
し
て
や
り
、
日

-
に
、
進

路
の
決
定
日
い
あ
た
っ
て
は
、
本

人
的
な
ー
か
尊
心
し
な
が
ら
本

人
と
宏
出
と

7
怖
が
そ
れ
ぞ
れ

納
仰
の
い
く
よ
う
に
訴
し
晶
う

態
旺
が
た
い
せ
つ
で
す
。

抗
一
に
、
守
竹
で
は
舵
午
占

と
就
職
れ
を
』
別

い
し
た
り

か
た
ょ
っ
た
J

却
は
訂
さ
れ

ま
せ
ん
し
、
不
起
で
も
此
服
だ

か
ら
左
い
っ

τ、
古
川
川
内
を
軽
く

み
る
よ
う
な
乙
と
は
つ
つ
し
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
G

し
て
霊
促
川
町
か
ら
阿
十
八
戸
の

小
作
人
を
入
地
さ
せ
金
川
相
官
間

折
、
そ
り
地
名
に
治
の

M
6イ
を

と
り
金
川
町
と
し
た
。
切
れ
口
翁
は

静
附
仰
の
山
井
で
責
伝
川
の
治

水
を
は
じ
め
桝
尻
村
で
も
Mm林

事
業
を
す
す
め
る

一
万
、
本
道

の
開
制
を
も
興
降
さ
せ
た
。
明

治
二
十
九
年
鈴
木
幾
太
郎
翁
を

利
別
に
派
し
て
伊
勢
、
尽
川
町
、

先
決
よ
り
附
拓
者
を
非
り
円
十

八
戸
を
入
地
せ
し
め
利
別
川
流

域
の
開
発
を
試
み
、
四
十
有
余

年
に
わ
た
り
、
か
ん
が
い
随
設

の
仙
沼
側
、
虫
M
陀
、
自
治
の
挺
興

の
か
た
わ
ら
、
子
弟
教
育
に
も

第
三
に
は
、
千
校
ぺJ
活
を
終

え
る
と
い
う
の
で
、
日
ご
ろ
の

不
平
不
柑
を
守
校
や
掠
陛
へ
ぶ

つ
け
る
こ
L

と
も
あ
る
の
で
、
子

ど
も
た
ち
の
瓦
人
関
係
に
注
意

し
、
あ
た
た
か
い
瓜
境
を
つ
ね

に
川
な
し
、
ぁ
ゅ
ん
で
き
た
宇

絞
作
活
町
間
」
い
で
な
ど
を
ま
と

め
さ
せ
‘
話
新
型

hvも
っ
て
新
し

い
川
山
に
立
た
せ
て
や
り
ま
し

ょ
h

》
。

o
fど
も
の
む
且
を
よ
く
聞
い

て
や
り
、
よ
い
相
手
に
な
る

O
判
の

ο
み
え
ψ

で
、
子
ど
も

に
能
h
H
ハ
ー
の
れ
刊
を
か
け

r
h

、
。

y
j
L
 

O
家
族
み
ん
な
で
、
明
る
い
ふ

ん
い
伺
を
つ
く
る
。

力
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
郷

1
住
設
の
た
め
に

は
則
的
日
翁
と
と
も
に
ナ
大
農
場

組
設
に
つ
と
め
た
鈴
木
幾
太
郎

翁
の
献
身
的
努
力
も
金
原
部
落

を
必
殺
し
た
車
同
で
あ
る
。

州
翁
の
体
世
は
広
く
後
世
い
に

伝
え
ら
れ
、
附
和
五
年
五
月
に

鈴
木
幾
太
郎
翁
の
開
拓
記
念
碑

が
、
金
原
明
持
翁
の
顕
徳
記
念

仰
は
部
落
の
間
以
五
十
年
に
ち

な
ん
で
昭
和
十
三
年
十
月
に
そ

れ
ぞ
れ
部
落
が

一
望
で
き
る
中

心
地
に
建
立
さ
れ
両
翁
の
往
時

が
出
ぼ
れ
て
い
る
。
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'b 
っ
と
血
液
を
グ
・

近
く
献
血
推
進
協
議
会
発
足

近
代
医
学
の
進
捗
に
伴
い
、

輸
出
に
よ

っ
て
広
く
手
術
な
ど

が
可
能
と
な
り
そ
れ
だ
け
に
多

く
の
人
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

、
交
通

F
故
や
陀
主
提
巾
一
日
の
激

別
と
と
も
に
、
輸
血
の
需
要
H

川

は
年
々
附
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
民
一
山
保
山
肌
波
町
供
給
は
不

足
ぎ
み
で
、
今
金
川
で
は
函
館

、
割
削
州
。
川
波
セ
ン
タ
ー
に
依

存
し
て
い
る
の
が
現
況
で
す
。

こ
の
た
め
町
内
の
科
医
師
機
関

は
輸
胤
の
つ
ど
骨
職
場
や
高
校

な
ど
に
賦
血
を
嬰
副
応
訟
対
策

に
当
っ
て
い
る
も
の
の
、
同体巾

批
は
じ
う
ぶ
ん
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
昨
年
一
年
間
的
一
町
内
で
の

献
血
討
は
六
十
円
で
、
五
万
八

千
回、

献
血

E
は
ざ
っ
と
三
百

人
を
越
え
て
い
ま
す
。
こ
の
な

か
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
交
-辿

市
故
や
産
主
提
許
の
急
忠
で
す

こ
れ
で
は
明
い
人
命
も
政
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
か
ら
血
液
セ
ン

タ
ー
に
保
有
山
を
裂
前
す
る
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
も
献
山
し
た

人
が
能
先
に
還
元
さ
れ
る
た
め

か
ん
た
ん
に
入
手
す
る
こ
と
は

現
段
階
と
し
て
は
同
然
で
あ
り

ま
す
。

使
法
と
し
て
医
院
で
輪
山
す

る
が
、
こ
引
い
も
い
血
叫
が
朱
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
ニ
で
咋
い
血

液
が
も
っ
と
も
引
幼
に
的
わ
れ

る
た
め
に
は
、
j
M
W川の
t
M
r
明
。」

に
見
什
っ
た
献
仰
が
も
っ
と
も

必
裂
な
わ
け
で
す
。
こ
の
た
め

今
金
W
で
は
門
川
な
献
山
が
行

わ
れ
る
よ
う
近
く
h
q

献
取
推
進

協
議
会
々
を
発
足
さ
せ
る

H
針

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
A
t
町
民
の
深
い
理

僻
と
協
力
が
も
っ
と
も
大
切
で

す
。
町
で
は
舵
進
協
え
会
の
発

足
主
合
せ」
ハ丹
、
八
月
の
二
回

に
わ
た

っ
て
者
耐
血
液
七
ン
タ

の
協
力
の
も
と
に
四
百
人
の

献
山
運
動
を
も
り
あ
げ
る
方
針

で
す
の
で
、
A
4
附
民
は
こ
の
趣

円

ιこ
ぞ
っ
て
協
刀
、
不
本
の

世
中
川平
事
故
に
そ
な
へ
ま
し
ょ

。
う

そ
れ
で
は
の
あ
ら
ま
し

を
お
知
ら
山惜
し
ま
す
。

①
山
液
セ
ゾ

タ

は
、
み
な
さ

ん
の
山
液
を
品
川
貯
此
し
て
ど
小

... 

事
に
そ
な
へ
ま
す
。

@
通
古
健
康
な
人
で
一
回
三
百

回
か
ら
四
百
四

、
年
間
千
か
ら

千
五
百
四
採
山
で
主
ま
す
。

@
献
山
さ
れ
ま
す
と
山
液
型
と

陥
肌
を
記
入
し
た

F

胤
血
手
帳

と
献
血
訴
が
わ
た
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
輪
山
に
必
相
官
な

何
日
の
血
液
を
ど
こ
で
も
輸
血

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

@
献
血
は
寸
目ハ
才
以
上
、
六
↓

五
才
武
満
の
他
山
な
万
。

み
な
さ
ん
も
血
液
の
重
要
性
を

考
え
献
血
抽
選
の
た
め
に
川
を

あ
げ
て
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

@
献
血
に
つ
い
て
の
相
設
は
今

金
保
健
所
か
役
場
民
生
課
に
問

い
合
せ
下
さ
い
u

今
金
町

長
業
学
園
生
募
集

今
A
V
町
民
荒
川
可
闘
は
こ
と
し

も
山
村
山
少
年
の
仙

mMJに
こ
た

え

7
間
引
を
非
判
'
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
“
民
主
キ
闘
と
は

、
民
主
を
喧
代
化
し
、
世
か
な

町
を
辿
話
す
る
た
め
に
山
村
行

合
年
に
す
ぐ
れ
た
技
術
と
教
義

「一一E 衆議院議員選挙を終えて一一一寸
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一
月
二
イ
九
回
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議

員
総
選
帯
は
、
心
配
さ
れ
た
天
候
も
辛
い

好
天
に
恐
ま
れ
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
支
障
な
く
無
邪
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
あ
り
が
た

く
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
い
ま
そ
の
結
果
を
見
る

と
き
、

一
、
ご
の
反
引
を
要
す
る
内
が
あ

る
よ
う
に
閉
じ
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
只
苧
椴

が
あ
り
な
が
ら
水
久
氾
人
名
簿
に
投
収

さ
れ
て
な
い
た
め
に
於
訴
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
、
あ
る
い
は
、
引
弔
人
名
簿
に
の

っ
て
い
?
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
入

場
券
が
こ
な
い
の
で
調
べ
た
ら
一
以

人
名

締

ιの
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ど
で
時
い

-

訴
を
行
似
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
り
、

制
度
の
虻
怖
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

rmの

拐
刀
の
足
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
す
な
お
に

認
め
ま
す
と
同
時
に
、
有

mJhの
点
々
も

わト本
人
名
怖
の
附
覧
を
励
行
し
、
米
枝
川
両

明
は
円
分
か
ら
寸
す
ん
で
段
以
巾
川
内
を

提
山
す
る
な
ど
お
互
い
に
れ
立
L
Aけ
っ
て

こ
う
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
に
担
、
禁
事
の
こ
と
で
す
が
今
金
川
の

投
票
率
は
七
凶
'
七

O
吻
で
桧
山
主
日
仇

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
今

令
町
で
は
お
も
に
ぺ
J

並
4
柄
の

総
骨
的
な
知
識
と
技
術
よ
付
修
仰

さ
せ
る
た
め
の
日
炊
合
宿
に
よ

り
仲
間
づ
く
り
を
実
践
活
動
と

す
る
ほ
か、

先
進
地
税
察
も
お

こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

ま
た

一
八
に
対
し
て
奨
学
手
当

二
千
円
、
世
加

τ当
千
円
も
支

給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

務
部
盟
仰
は
次
の
と
お
り
。

入
学
資
格
H

町
内
に
恥
刊
し
中

川

f
内
を
ホ
梨
後
民
話
従
併
す
る

イ
八
才
世
耐
の
山
村
山
少
叶
山
目

立
。
身
体
強
健
な
わ
。

詩
集
人
円以
H

三

人

(則
立
〉

，守

内
十
カ
町
村
中
の
第
七
位
に
と
ど
ま
り
、

瀬
棚
町
八
二

・
九
一
，
尚
北
絵
山
町
七
七

・

七
何
よ
り
ず
っ
と
低
い
の
は
遺
憾
に
た
え

ま
せ
ん
今
金
町
と
し
て
は
こ
ん
ご
投
出
率

の
向
上
の
た
め
に
特
段
の
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
内
各
投
烈

F
の
成

紙
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
部
活
に
よ

っ
て
か
な
り
投
票
率
の
悪
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
は
残
念
で
、
こ
れ
ら
の
部
落
の
投
叫
が

率
が
よ
く
な
れ
ば
町
全
体
の
半
も
よ
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
次
回
の
m'
挙
は
来
権
者

を
出
さ
ぬ
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

来
る
凹
円
に
は
統
-
地

H
4引
が
り
な

わ
れ
ま
す
。
道
知
事
、
辺、ー
、
町

P
、
町

山
の
と
単
で
息
た
ち
に
は
身
近
な

別
で

あ
り
凶
心
も
深
く
、
そ
れ
だ
け
に
凡d
引
運

動
も

-
陪
は
げ
し
さ
を
則
す
も
の
と
出
わ

れ
ま
す
が
、
絶
対
に
迎
以
を
し
な
レ
ょ
う

お
願
い
し
ま
す
。

π刷
、
供
応
、
一
ド
別
訪

問
な
ど
思
貿
な
述
民
行
為
を
以
絶
L
、
あ

く
ま
で
も
叫
る
く

R
し
い

R
J
、
き
れ
い

な
投
票
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
一日
り
ま
せ
ん

ま
た
一
人
の
棄
権
罰
も
な
く
少
く
と
も

九
O
均
以
!
の
投
現
弔
令
あ
げ
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
く
よ
う

F
止
州
巡
の
た
め

に
も
強
く
顎
引
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間
"
三
円

-
H
か
ら

円

H
r
4
H
ま
で

入

図

式
H

阿
川
ト
旬
の
予
定

教
育
期
間
H
二
句
ハ
門
一地
科
)

申

込

H

入
7
刷
桝
は
役
場

政
古
川
に
そ
な
え
て

あ
り
交
す

(
産
品
課
〉
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農
地
報
償
金
の

諸
求
期
限
は

三
月
三
十
一
日
ま
で

民
地
改
北
で
民
地
を
買
収

さ
れ
た
川
地
主
に
給
付
金
が
火

給
さ
れ
ま
す
。
訓
告
で
き
る
力

は、

-
民
地
を
口
収
さ
れ
た
山

地
主
2
旧
地
主
が
死
亡
し
て
い

る
左
き
は
、
そ
の
相
続
人
(
一

部
制
約
が
あ
る
)

請
求
期
限

昭
和
同
十
二
年
三
月
三
十

一

日
ま
で
で
す
。
期
限
が
過
ぎ
る

と
前
求
し
て
も
玄
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
必
ず
則
限
内
に
消
求
し
て

く
だ
さ
い
。

請
求
に
必
要
な
書
類

1
請
求
書

2
戸
符
抄
本

3
相
続
大
が
訓
求
す
る
と
き

は
相
続
閃
係
の
戸
時
開
討
傾
お

よ
び
同
じ
揃
利
の
あ
る
他
の

相
続
人
の
刊

E
3

4
買
収
令
什
パ

(な
い
場
合
、

奇
記
所
か
ら
民
地
保
附
刷
用
の

登
記
簿
抄
本
)

5
買
収
さ
れ
た
川
地
主
が
別

に
民
地
を
必
り
岬
附
さ
れ
た
か

ど
う
か
を
況
馴
す
る
段
第
点

員
会
の

『
山
地
叫
り
波
L
市

無
の
旭
川
円
一

こ
の
報
償
金
は
町
内
で
ま
だ
ド

分
よ
り
請
求
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

す
く
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(
今
金
民
主
針
員
会
)

固
定
資
産
諜
税

台
帳
の
縦
覧

昭
和
凶
十
二
年
庇
骨
同
定
資

陀
課
税
台
帳
の
縦
覧
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
台
帳
は
、
閉

和
凶
」

一角
度
竹
川
定
資
産
税

行
政
相
談
の
定
例
日
は

毎
月
刊
日
初
日
て
す

行
政
相
誌
は
毎
月
役
場
と
山
本
行
政
則
諜
ハ
H

の
主
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
れ
山
近
め
っ
き
り
利
川
百
は
減
っ
て
き
ま
し
た

町
内
で
の
行
政
に
対
す
る
怠
見
や
肝
怖
は
か
な
り
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
立
見
の
あ
る
力
は
役
場
相
法
宅
か
、
山
市
水
行

政
判
刊
誌
員
ま
で
中

L
mて
下
さ
い
。
ま
た
、
制
誌
の
定
例
円
を

十
日
と
二
十

H
に
山
内
め
ま
し
た
の
で
気
が
る
に
お
い
で
下
さ
い
。

の
応
酬
叫
と
な
る

「
i
地
」
「
川小

限
」

!
償
却
山
口
陀
」
の
側
怖
が

校
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
縦
覧
期
間

三
月

一
日
か
ら
一
三
月
二
十
日
迄

マ
縦
覧
の
場
所

今
金
町
役
場
税
同
訓

マ
異
論
の
申
し
た
て

ー
竹
帳
に
H
V
録
さ
れ
て
い
る
引

明
に
拠
放
の
あ
る
人
は
、
一
月

一
日
か
ら
Z

一月
士一
寸

一
円
ま
で

の
附
に
今
金
町
役
場
内
、
間
定

資
産
司
価
審
有
禿
民
会
に
巾
し

で
て
〈

L
さ
い
こ
町
問
問
う
す

ぎ
て
か
ら
山
巾

L
た
て
日
戸
き

中
晶
牢
葉
4
h

、

政
車
す
325Jと
も

同

q
均
Z
し
も

ま
せ
ん
か
ら
ご
川

E
く
だ
さ
い

特
急

「北
海
」

長
万
部
駅
に
停
車

国
鉄
は
輸
送
力
則
強
と
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
に

一
日
か
ら
特
急

『
北
海
』
を
旭
川
、
両
知
聞
に

連
行
さ
せ
ま
し
た
。
『
北
海
』

は
小
描
抑
制
り
で

k
り
は
加
川
駅

午
後
五
時
に
那
市
長
万
部
以
に

午
終
十
時
二
分
、
商
館
駅
に
午

怯
l
一
時
凶
寸
大
分
に
つ
き
ま

す
。
ま
た
下
り
は
商
館
以
発
車

午
前
四
時
4
1

五
分
長
万
部
駅
に

午
前
六
時
都
府
地
川
駅
に
は
午

前」
E

一
時
l
分
つ
く
ニ
と
に
な

っ
て
い
主
す
。
途
中
の
刊
行
以

と
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

上
り
札
制

1
後
六
附
冗
十

μ
分

小
綿
同

t
時一
f

十
一
一
分
、
倶
知

安
同
八
時
一一
十
七
分
。

下
り
似
知
安
午
前
じ
時
-
十
八

分
、
小
附
川
八
時
一-
オ
五
分
、

同
札
料
北
時
点
分
。

Z

一三三
E
一=--三一一一三一一三三===一
ニ

町
内
校
卒
業
式
日
程

@
中
学
校

l
A
H
世
郎
、
山
川

1
hハ
白
人
，
金
、
神
Fh

イ
ヒ
日

E
利
河
、
花
石
、

絹
川

L
U
K
。
ノ
--

十
八
日
中
叩
、
円
進

曲
小
学
校

寸
百
円
金
保
、山
立
川

十
六
日
神
C

J

J
l

、

と

l
l
l
'
JM 

k
l
!
{
 

4
J
I
-
-

二
十

日

今

金

一
一
十
円

H
美
利
河

二
十
治

H
花
石
、
中
里
、

E
E、
品
川
。

E
S
F
J
 

。
よ
ろ
こ
び
・

か
な
し
み
。

(
一
月
分
〉

@
出
生
却
名
川
博
之
、
加
藤
ゆ

か
り
、
丸
山
淳
、
荒
引
三
恵
子

... 

、
鎌
出
俊
者
、
九
谷
辿
F
H
F

小

西
美
千
代
、
市
原
川
治
(
以
上

今
金
)
伊
勝
次
は
山
、
川
崎
幸
弘

川
崎
版
i
.
h
u
h
eU
山
主

(

神
打
)
久
保
川
村

(住
E
H
)

八

恨
阿
倍

(御
協
)
荒
対
英
也

(

鈴
金
)
新
家
千
吋
(
観
川
〉
竹

内
智
子
(
八
束
)
地
形
栴
之
(

稲
防
相
)
河
品
敏
夫
(
白
石
)
青

山
江
川百
子
(
美
利
河
)

@
死
亡
什
名
庁
木
き
く
へ
河
西

町
栄
次
郎
崎
H
N
谷
悦
太
郎
刀
(

神
正
)
化
川
ツ
町
出
(
今
金
)
七
M

即
削
兵
エ

剖
小
沢
ク
ラ
刊

〔肱

川
〉
問
村
シ
ゲ
邸

(稲
腿
〉
石

川
悦
一

日即
位

(
鈴
附
)
石
沢
竜

次
郎
叫
山
口
古
太
郎
花

(花
石

)
大
干
ゾ
ヨ

引

(
日
進
)

@
婚
姻
5
組
九
谷
間
川
勝
目
絞
橋

節

f
、
近
勝
弘
被
日
伊
藤
ル
リ

f
、
山
川
町

u附
本
開
干
、
阿

部
卒
引
H

川
中
川
良
子
。

主
主j

L= 

三
行

三

国
を
さ
さ
え
る

ザ右

い

・刀

O
応
募
資
格

(引
了
)

十
八
す
か
ら
一
一十
h
J
迄

。
待
過

初
刊
給

一
五
、
十
つ
O
円

。
垂
付

役
場
総
務
課
で
随
時
受
付

O
R
験

円了
科
試
験
と
身
体
検
存
は

信
金
脚
円
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3
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